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正
 
敏
 
 

（
一
）
 
 
 

一
九
三
〇
年
代
の
世
界
大
恐
慌
は
、
そ
の
長
さ
、
規
模
、
深
さ
、
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
未
曽
有
の
世
界
恐
慌
だ
っ
た
が
、
と
く
に
 
 

深
刻
な
世
界
的
農
業
恐
慌
を
伴
う
点
で
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
恐
慌
が
、
資
本
主
義
世
界
の
農
業
地
域
な
い
し
一
次
産
品
生
産
地
域
 
 

と
し
て
特
化
さ
れ
て
き
た
植
民
地
・
従
属
諸
国
に
与
え
た
経
済
的
衝
撃
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。
そ
れ
ほ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
 
 

の
植
民
地
体
制
の
崩
壊
・
独
立
と
ど
う
関
っ
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
。
さ
ら
に
敷
節
し
て
い
え
ば
、
植
民
地
・
従
属
諸
国
の
経
済
・
 
 

社
会
構
造
に
重
大
な
変
質
を
く
わ
え
、
そ
れ
ら
の
独
立
の
た
め
の
な
に
か
の
経
済
的
根
拠
を
生
み
だ
し
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
。
端
的
に
 
 

い
っ
て
、
大
恐
慌
と
植
民
地
体
制
の
関
係
い
か
ん
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
実
証
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
難
し
い
。
 
 
 

ひ
と
口
に
植
民
地
・
従
属
諸
国
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ら
ほ
、
輸
出
産
品
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
経
済
構
造
と
い
う
一
般
的
特
徴
を
も
つ
に
 
 

し
て
も
、
そ
れ
以
外
に
は
、
政
治
・
社
会
的
に
も
、
歴
史
・
文
化
的
に
も
ほ
と
ん
ど
無
限
の
多
様
性
と
複
雑
さ
を
も
ち
、
よ
う
い
に
類
別
 
 

な
い
し
病
型
化
も
で
き
な
い
諸
地
域
・
諸
国
で
あ
る
。
ま
た
、
と
く
に
戦
前
に
つ
い
て
ほ
、
そ
れ
ら
諸
国
・
諸
地
域
で
は
、
決
定
的
に
資
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
蔑
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
農
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 



六
六
 
 

料
が
不
足
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
事
情
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
低
開
発
諸
国
の
研
究
で
は
、
一
九
世
紀
後
 
 

半
の
帝
国
主
義
的
な
植
民
地
体
制
の
形
成
期
以
来
の
商
品
経
済
な
い
し
は
資
本
主
義
経
済
の
浸
透
に
ょ
る
一
般
的
な
経
済
社
会
構
造
の
変
 
 

化
・
変
質
の
史
的
分
析
か
ら
、
た
だ
ち
に
独
立
後
の
分
析
に
一
足
跳
び
に
飛
躍
し
連
結
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
、
こ
の
間
の
大
恐
慌
の
イ
 
 

ン
パ
ク
ト
に
ょ
る
変
質
を
意
識
的
に
問
題
に
す
る
例
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

中
岡
氏
も
、
ア
ラ
ブ
地
域
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
現
代
ア
ラ
ブ
の
社
会
経
済
史
研
究
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
研
 
 

究
が
最
も
豊
富
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
大
戦
間
親
に
関
す
る
問
題
意
識
の
欠
除
は
如
何
と
も
し
難
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
か
 
 

エ
ジ
プ
ト
を
含
む
ア
ラ
ブ
の
資
本
主
義
発
展
の
諸
画
期
に
関
す
る
研
究
に
は
、
十
九
世
紀
後
半
期
の
『
帝
国
主
義
形
成
期
の
史
的
研
究
』
 
 

か
ら
一
挙
に
第
二
次
大
戦
後
の
『
現
状
分
析
』
に
短
絡
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
中
岡
三
益
「
世
界
恐
慌
と
ア
ラ
ブ
社
会
 
 

の
変
容
」
、
『
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
・
2
7
』
、
一
九
七
一
年
、
所
収
、
一
六
九
頁
）
と
、
同
趣
旨
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
 
 

両
大
戦
問
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
植
民
地
体
制
の
動
揺
か
ら
朋
壊
・
独
立
に
い
た
る
過
程
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
民
族
主
義
運
動
 
 

の
発
展
と
帝
国
主
義
勢
力
の
後
退
に
ょ
る
低
開
発
諸
国
の
独
立
史
と
し
て
、
政
治
過
程
の
問
題
を
中
心
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

し
か
し
、
中
岡
氏
は
さ
ら
に
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
と
く
に
世
界
恐
慌
後
の
一
九
三
〇
年
代
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
様
々
な
変
動
の
要
因
 
 

は
、
そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
期
を
経
て
飛
陣
的
に
成
長
し
、
戦
後
の
諸
革
命
と
経
済
の
構
造
的
変
化
を
も
た
ら
す
に
い
た
っ
た
。
一
九
 
 

七
〇
年
代
か
ら
逆
に
遡
行
し
て
み
る
な
ら
ば
、
戦
後
の
変
革
期
に
ア
ラ
ブ
民
族
運
動
が
当
面
し
た
『
現
代
ア
ラ
ブ
の
歴
史
的
課
壌
』
は
、
 
 

一
九
三
〇
年
代
に
そ
の
起
点
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
‥
…
…
…
‥
⊥
九
三
〇
年
代
を
も
っ
て
戦
後
の
社
会
変
革
の
起
点
と
 
 

す
る
の
は
、
運
動
の
系
譜
か
ら
し
て
も
、
問
題
の
性
格
か
ら
し
て
も
、
妥
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
恐
慌
後
の
一
九
三
〇
年
代
に
、
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社
会
主
義
と
民
族
と
の
関
わ
り
あ
い
に
問
題
焦
点
を
も
つ
と
こ
ろ
の
現
代
ア
ラ
ブ
の
歴
史
的
課
題
の
原
型
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
現
代
エ
ジ
 
 

（
1
）
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

プ
ト
問
題
の
原
型
が
す
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
傍
点
ほ
著
者
）
」
 
（
中
岡
三
益
、
前
出
論
文
、
一
六
五
貢
）
と
い
い
、
三
〇
年
代
大
恐
 
 

慌
期
の
画
期
的
な
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
 
 
 

わ
れ
わ
れ
も
、
大
恐
慌
の
衝
撃
に
ょ
る
植
民
地
・
従
属
諸
国
の
経
済
社
会
構
造
の
変
質
が
、
植
民
地
体
制
の
動
揺
・
崩
壊
に
重
大
な
関
 
 

（
2
）
 
 

わ
り
を
も
っ
た
し
、
ま
た
独
立
後
の
低
開
発
諸
国
の
在
り
方
を
多
分
に
規
定
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
の
確
 
 

認
は
低
開
発
諸
国
の
現
代
的
課
題
を
理
解
す
る
う
え
に
不
可
欠
だ
し
、
さ
ら
に
現
代
資
本
主
義
世
界
に
お
け
る
最
重
要
な
問
題
で
あ
る
南
 
 

（
3
）
 
 

北
問
題
を
解
明
す
る
た
め
の
出
発
点
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
さ
し
当
り
、
こ
の
点
の
わ
が
国
の
実
証
研
究
が
比
較
的
に
進
ん
で
い
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
も
世
界
 
 

恐
慌
が
こ
れ
ら
地
域
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
問
題
を
、
包
括
的
に
か
つ
真
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
、
今
川
英
一
『
東
南
ア
ジ
ア
 
 

（
4
）
 
 

現
代
史
』
（
亜
紀
書
房
、
一
九
七
二
年
）
 
の
所
論
を
主
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

T
）
 
中
岡
氏
は
、
植
民
地
・
従
属
国
の
現
代
的
問
題
を
単
純
に
後
進
資
本
主
義
の
発
展
の
問
題
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
行
論
 
 

の
う
ち
に
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
筆
者
の
見
方
と
根
本
的
に
興
っ
た
見
解
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
視
角
に
つ
い
て
は
、
降
旗
節
雄
編
 
 

『
現
代
資
本
主
義
諭
』
、
社
会
評
論
社
、
一
九
八
三
年
、
所
収
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 
 

（
2
）
 
中
岡
氏
の
ば
あ
い
に
ほ
、
ア
ラ
ブ
社
会
の
資
本
主
義
発
展
（
－
－
工
業
化
）
 
に
ょ
り
従
来
の
土
地
所
有
者
的
利
害
に
代
っ
て
産
業
資
本
家
的
利
害
 
 

が
支
配
的
に
な
る
時
代
（
第
二
次
大
戦
後
）
 
へ
の
転
換
期
（
な
い
し
準
備
期
）
と
い
う
意
味
で
、
大
恐
慌
期
を
「
画
期
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
 
 

点
で
も
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
と
興
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
 
 
 

（
3
）
 
世
界
蔑
業
恐
慌
に
よ
る
植
民
地
・
従
属
諸
国
の
経
済
社
会
構
造
の
変
化
・
変
質
を
第
二
次
大
戦
後
の
南
北
問
題
解
明
の
出
発
点
に
す
べ
き
だ
と
 
 

す
る
理
解
に
つ
い
て
は
、
降
旗
編
、
前
出
寮
、
拙
稿
を
参
照
せ
よ
。
 
 

4
）
 
同
書
は
、
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史
を
大
恐
慌
期
以
降
の
経
済
社
会
構
造
に
基
礎
づ
け
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
、
数
少
な
い
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
典
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



六
八
 
 

（
二
）
 
 

今
川
氏
は
、
大
恐
慌
が
東
南
ア
ジ
ア
に
及
ぼ
し
た
政
治
・
経
済
的
な
衝
撃
を
、
①
経
済
危
糠
の
発
生
、
②
そ
れ
に
対
応
し
て
発
生
し
た
 
 

政
治
危
撥
と
、
さ
ら
に
、
③
そ
の
政
治
危
機
に
対
処
す
る
植
民
地
支
配
権
力
の
政
治
・
経
済
的
対
策
、
の
三
段
階
に
整
理
し
て
説
明
し
て
 
 

い
る
。
 
 

ま
ず
、
経
済
危
機
の
問
題
か
ら
み
て
み
ょ
う
。
 
 
 

東
南
ア
ジ
ア
経
済
は
い
わ
ゆ
る
輸
出
向
け
の
一
次
産
品
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
先
進
資
本
主
義
経
済
に
過
度
に
依
存
す
る
経
済
構
造
を
も
 
 

つ
た
め
、
世
界
大
恐
慌
の
勃
発
は
、
輸
出
激
減
を
通
し
て
た
だ
ち
に
東
南
ア
ジ
ア
経
済
を
末
曽
有
の
不
況
に
お
と
し
い
れ
、
危
撥
的
状
況
 
 

（
l
）
 
 

を
招
来
し
た
。
す
な
わ
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
の
先
進
資
本
主
義
国
向
け
輸
出
の
激
減
ほ
、
 
 
 

S
 
都
市
で
ほ
、
貿
易
業
者
や
鎮
座
晶
加
工
業
者
、
鉱
山
経
営
者
な
ど
の
大
農
の
倒
産
や
経
営
難
を
続
出
さ
せ
、
失
業
労
働
者
を
急
増
 
 

さ
せ
た
。
 
 
 

河
 
鹿
村
で
は
、
輸
出
向
け
生
産
の
大
農
園
の
破
綻
と
農
業
労
働
者
の
大
農
解
雇
、
中
小
漁
民
経
営
の
行
詰
り
が
続
発
し
た
。
 
 
 

㈹
 
こ
の
た
め
、
生
活
難
に
お
ち
い
っ
た
小
鹿
民
の
多
く
が
、
大
土
地
所
有
者
や
高
利
貸
の
債
務
奴
隷
化
し
、
さ
ら
に
は
、
土
地
取
上
 
 

（
2
）
 
 
 

げ
に
あ
っ
て
、
土
地
無
し
農
民
と
な
り
、
小
作
人
や
盛
業
労
働
者
に
転
落
し
た
。
 
 

つ
ま
り
、
先
進
国
向
け
輸
出
に
全
面
的
に
依
存
す
る
東
南
ア
ジ
ア
経
済
は
、
大
恐
慌
に
よ
っ
て
大
半
の
企
某
経
営
が
破
綻
し
再
生
産
を
縮
 
 

小
さ
せ
る
と
と
も
に
、
農
民
や
労
働
者
の
「
絶
対
的
な
窮
乏
化
」
が
進
展
し
て
、
経
済
危
椀
が
発
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
こ
こ
で
ま
ず
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ほ
、
今
川
氏
に
特
徴
的
な
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史
に
た
い
す
る
基
本
的
な
分
析
視
 
 
 



角
で
あ
る
。
 
 
 

東
南
ア
ジ
ア
の
基
本
的
経
済
構
造
ほ
一
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
二
〇
年
代
に
か
け
て
形
成
さ
れ
定
着
し
た
、
い
わ
ゆ
る
植
民
地
型
の
輸
 
 

出
産
品
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
で
、
そ
れ
は
、
大
恐
慌
・
第
二
次
大
戦
を
へ
た
今
日
で
も
い
ぜ
ん
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
 
 

の
植
民
地
型
経
済
に
い
わ
ば
適
時
的
に
共
通
に
み
ら
れ
る
基
本
的
矛
盾
な
い
し
弱
点
（
「
不
利
」
と
か
、
「
危
険
性
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
 
 

る
）
 
は
、
「
欧
米
経
済
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
従
属
経
済
で
あ
る
点
に
あ
る
と
、
氏
ほ
理
解
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
東
 
 

南
ア
ジ
ア
現
代
史
の
基
本
的
流
れ
は
、
こ
の
東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
基
本
矛
盾
を
脱
却
す
る
た
め
、
自
立
経
済
体
制
を
実
現
し
あ
る
い
は
そ
 
 

れ
を
可
能
に
す
る
条
件
と
し
て
の
独
立
を
求
め
る
東
南
ア
ジ
ア
人
が
、
先
進
資
本
主
義
国
の
支
配
に
た
い
し
反
抗
す
る
歴
史
と
し
て
把
握
 
 

（
3
）
 
 

で
き
る
、
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
 
（
本
書
の
目
的
、
四
～
五
菜
）
。
 
 
 

前
記
の
今
川
氏
の
大
恐
慌
期
の
分
析
も
、
じ
つ
ほ
、
大
恐
慌
は
右
の
基
本
矛
盾
を
暴
露
な
い
し
は
表
面
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
東
南
ア
 
 

ジ
ア
の
基
本
的
経
済
構
造
が
も
っ
て
い
る
多
く
の
諸
問
題
・
諸
矛
盾
を
顔
在
化
さ
せ
る
、
し
た
が
っ
て
大
恐
慌
期
の
経
済
危
機
を
考
察
す
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
経
済
構
造
そ
の
も
の
が
も
つ
問
題
点
を
よ
り
具
体
的
か
つ
明
瞭
に
把
え
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
ほ
東
南
ア
 
 

ジ
ア
現
代
史
の
具
体
的
・
現
実
的
に
多
様
な
様
相
を
理
解
す
る
た
め
の
出
発
点
と
な
る
、
と
す
る
方
法
的
見
地
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

つ
ま
り
、
今
川
氏
が
経
済
危
機
を
と
り
あ
げ
る
視
角
は
、
あ
く
ま
で
も
植
民
地
型
経
済
の
形
成
以
降
に
東
南
ア
ジ
ア
の
基
本
的
経
済
構
 
 

造
が
適
時
的
に
も
つ
諸
矛
盾
な
り
諸
問
題
な
り
を
解
明
す
る
の
が
事
実
上
の
主
題
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
わ
れ
わ
れ
が
大
恐
慌
の
衝
撃
に
 
 

ょ
る
東
南
ア
ジ
ア
経
済
構
造
の
変
化
・
変
質
を
問
題
に
す
る
視
角
と
は
、
ま
っ
た
く
興
っ
て
い
る
事
実
を
ま
ず
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
 
 

な
い
。
氏
は
い
う
、
「
一
九
二
九
年
に
は
じ
ま
る
世
界
大
恐
慌
と
そ
れ
の
東
南
ア
ジ
ア
経
済
に
及
ば
し
た
影
響
か
ら
、
今
世
紀
の
東
南
ア
 
 

六
九
 
 
 

大
愚
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
農
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 



七
〇
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ジ
ア
現
代
史
の
物
語
り
を
は
じ
め
る
こ
と
は
…
…
…
…
‥
 そ
れ
は
ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
の
、
い
ま
に
つ
づ
く
基
本
的
経
済
構
造
の
姿
を
最
も
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

明
ら
さ
ま
に
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
傍
点
は
筆
者
）
」
 
（
六
頁
）
 
と
。
 
 
 

か
く
し
て
、
さ
き
の
輸
出
激
減
に
伴
う
都
市
の
貿
易
・
加
工
業
者
や
漁
村
の
大
農
園
の
経
営
破
綻
と
失
業
の
激
増
、
そ
れ
に
農
民
の
債
 
 

務
奴
隷
化
と
土
地
無
し
農
民
へ
の
転
落
の
急
進
展
な
ど
、
今
川
氏
の
指
摘
す
る
経
済
危
機
の
実
態
も
、
も
と
も
と
基
本
的
経
済
構
造
自
身
 
 

が
内
包
す
る
諸
矛
盾
が
恐
慌
の
過
程
で
発
現
し
た
 
（
「
構
造
上
の
弱
点
を
白
日
の
下
に
暴
露
す
る
」
二
九
重
）
 
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
の
視
 
 

角
か
ら
、
一
括
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

T
）
 
今
川
氏
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
先
進
資
本
主
義
渚
国
の
工
業
や
社
会
が
直
接
に
必
要
と
す
る
物
資
（
ス
ズ
、
石
油
、
銅
、
鉄
鉱
石
、
ボ
ー
キ
 
 

サ
イ
ト
な
ど
の
鉱
物
資
源
と
、
ゴ
ム
、
パ
ー
ム
抽
、
マ
1
〓
フ
麻
、
砂
糖
、
茶
な
ど
の
植
物
資
源
）
を
生
産
す
る
地
域
（
当
時
で
は
ア
メ
リ
カ
領
 
 

フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
領
マ
レ
ー
半
島
お
よ
び
ボ
ル
ネ
オ
島
北
海
弊
な
ど
）
と
、
右
の
地
域
に
不
足
す
る
食
 
 

擬
、
と
く
に
主
食
の
米
を
供
給
す
る
役
割
を
担
う
地
域
；
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
、
タ
イ
の
メ
ナ
ム
∴
ア
ル
ク
、
 
 

イ
ギ
リ
ス
領
ビ
ル
マ
の
イ
ラ
ワ
ジ
・
デ
ル
タ
な
ど
）
 
の
二
つ
に
分
け
、
ま
た
、
山
九
二
〇
年
代
（
大
恐
慌
期
前
l
O
年
間
）
 
の
資
本
主
義
経
済
 
 

の
好
況
期
に
東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
植
民
地
型
経
済
構
造
の
定
着
と
い
っ
そ
う
の
強
化
が
お
こ
り
、
大
恐
慌
の
影
響
を
う
け
や
す
い
体
質
を
深
化
 
 

さ
せ
て
い
た
な
ど
、
重
要
な
指
摘
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
明
快
な
説
明
を
く
わ
え
て
い
る
 
（
前
出
番
、
六
～
〓
一
貫
）
。
 
 
 

（
2
）
 
こ
の
ほ
か
、
塊
村
の
生
活
難
で
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
お
こ
り
、
都
市
の
失
策
問
題
が
い
っ
そ
う
深
刻
化
し
た
と
か
、
輸
出
の
減
少
に
伴
う
外
 
 

貨
不
足
で
工
業
製
品
輸
入
が
減
少
し
生
活
必
需
品
の
物
価
高
が
生
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
大
衆
の
貧
窮
化
を
促
進
し
た
事
情
も
指
摘
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 

ま
た
、
植
民
地
経
済
の
形
成
過
程
で
外
国
人
労
働
者
（
中
国
人
や
イ
ン
ド
人
）
が
大
農
に
移
入
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
大
恐
慌
を
契
機
と
し
 
 

て
表
面
化
し
た
、
東
南
ア
ジ
ア
社
会
に
特
有
の
華
僑
・
印
僑
問
題
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
が
、
本
稿
の
問
題
視
角
か
ら
ず
れ
て
い
る
の
で
、
 
 

以
後
、
こ
の
間
題
は
省
略
し
て
い
る
。
 
 
 

（
3
）
 
よ
り
正
確
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史
の
主
要
な
流
れ
に
は
二
つ
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
述
べ
た
基
本
的
流
れ
の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と
つ
重
 
 
 



要
な
流
れ
と
し
て
、
「
東
南
ア
ジ
ア
の
豊
か
な
富
の
取
り
分
拡
大
を
め
ぐ
っ
て
争
う
世
界
列
虫
相
互
の
戦
い
」
が
あ
り
、
こ
の
両
者
が
「
東
南
 
 

ア
ジ
ア
現
代
史
の
主
軸
を
構
成
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
 
（
前
出
苫
、
四
京
）
。
 
 

（
三
）
 
 

は
た
し
て
こ
の
理
解
は
適
切
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

東
南
ア
ジ
ア
経
済
が
い
わ
ゆ
る
輸
出
産
品
畠
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
構
造
で
、
先
進
資
本
主
義
経
済
の
動
向
に
直
接
左
右
さ
れ
る
弱
点
を
も
 
 

ち
、
大
恐
慌
下
で
こ
の
弱
点
を
さ
ら
け
出
し
て
経
済
危
棟
に
お
ち
い
っ
た
。
こ
う
し
た
大
恐
慌
と
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
危
磯
に
関
す
る
大
 
 

枠
の
理
解
に
つ
い
て
と
く
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
ほ
、
同
じ
経
済
危
機
を
構
成
す
る
実
態
と
い
っ
て
も
、
貿
易
・
加
工
業
 
 

老
や
大
鹿
園
の
経
営
破
綻
や
失
業
と
い
っ
た
い
わ
ば
植
民
地
社
会
に
お
け
る
す
で
に
資
本
主
義
化
な
い
し
商
品
経
済
化
し
た
部
分
に
お
こ
 
 

っ
た
問
題
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
伝
統
的
社
会
・
経
済
関
係
を
い
ぜ
ん
生
活
基
盤
と
し
て
き
た
農
民
の
債
務
奴
隷
化
・
土
地
無
し
化
と
い
 
 

っ
た
問
題
を
、
同
列
に
扱
っ
て
い
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
端
的
に
い
っ
て
、
前
者
は
、
大
恐
慌
に
よ
る
輸
出
の
激
減
転
よ
っ
て
直
接
に
ひ
 
 

き
お
こ
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
と
た
び
恐
慌
が
通
り
す
ぎ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
恐
慌
前
の
状
態
を
復
元
す
る
一
過
的
性
質
の
も
の
に
 
 

す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
経
済
構
造
に
格
別
の
変
質
を
も
た
ら
す
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
後
者
は
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
 
 
 

今
川
氏
も
、
一
方
で
、
事
案
問
題
と
し
て
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
小
作
人
、
農
業
労
働
者
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
、
 
 

自
分
の
家
も
な
く
、
農
具
、
生
活
用
物
資
を
地
主
、
高
利
貸
し
か
ら
借
り
受
け
て
や
っ
と
戯
作
業
を
つ
づ
け
、
そ
の
収
穫
は
大
部
分
を
地
 
 

主
達
に
奪
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
ま
た
借
金
生
活
と
な
り
、
一
生
地
主
・
高
利
貸
し
の
債
務
奴
隷
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
（
前
出
審
、
一
 
 
 

（
1
）
 
 

四
頁
）
。
つ
ま
り
、
農
民
の
債
務
奴
隷
化
な
い
し
土
地
無
し
農
民
化
ほ
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
村
の
底
辺
に
位
置
す
る
貧
窮
農
民
を
創
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
農
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



七
二
 
 

出
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
恐
慌
が
す
ぎ
去
れ
ば
元
に
復
す
る
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
固
定
化
す
る
 
 

性
質
の
も
の
で
、
農
村
社
会
内
部
の
再
生
産
構
造
に
一
定
の
重
大
な
変
化
を
与
え
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

し
か
し
今
川
氏
は
「
こ
の
ニ
○
年
代
の
好
況
期
か
ら
も
次
第
に
目
立
っ
て
い
た
小
農
経
常
の
崩
壊
現
象
が
、
大
恐
慌
期
に
各
地
で
急
進
 
 

展
し
た
。
（
傍
点
は
筆
者
）
」
（
前
出
書
、
t
四
1
一
五
貢
）
 
と
述
べ
て
い
る
。
も
と
も
と
植
民
地
経
済
体
制
の
下
で
一
般
的
に
進
行
す
る
 
 

が
、
反
対
に
、
小
作
農
場
数
は
四
三
・
五
万
か
ら
五
七
・
五
万
に
増
大
し
た
。
（
さ
ら
に
、
そ
の
社
会
状
態
で
は
小
作
農
と
ほ
と
 
 
 

農
民
層
分
解
が
恐
慌
下
で
そ
の
速
度
を
速
め
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
基
本
的
経
済
構
造
に
本
来
的
に
伴
う
性
質
の
単
 
 

な
る
量
的
変
化
で
あ
っ
て
、
大
恐
慌
に
よ
る
経
済
社
会
構
造
の
変
質
と
は
認
め
な
い
理
解
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
植
民
地
型
従
属
 
 

経
済
の
諸
矛
盾
を
探
る
と
い
う
、
今
川
氏
の
前
述
の
基
本
視
角
す
れ
ば
当
然
の
理
解
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
解
釈
は
他
の
東
南
ア
ジ
 
 

（
2
）
 
 

ア
研
究
者
で
も
む
し
ろ
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
も
う
す
こ
し
突
込
ん
で
大
恐
慌
下
の
農
村
社
会
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。
 
 
 

大
恐
慌
下
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
小
農
民
の
債
務
奴
隷
化
・
土
地
無
し
化
の
進
展
状
況
を
、
主
に
今
川
氏
の
記
述
に
よ
り
、
筆
者
の
 
 

（
3
）
 
 

目
に
止
っ
た
他
文
献
か
ら
の
事
例
で
補
足
し
っ
つ
み
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
 

今
川
氏
に
ょ
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
と
く
に
糖
業
が
大
打
撃
を
受
け
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
東
・
中
部
と
フ
ィ
リ
ピ
ソ
の
ル
 
 

ソ
ソ
島
中
部
、
ま
た
米
作
経
済
が
危
機
に
お
ち
い
っ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
の
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
、
ビ
ル
マ
の
イ
ラ
ワ
ジ
・
デ
ル
タ
と
い
っ
た
地
 
 

域
で
、
農
民
達
の
経
済
苦
境
が
深
刻
化
し
、
そ
れ
ら
地
域
で
の
零
細
漁
民
の
転
落
が
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
 
 
 

〔
フ
ィ
リ
ピ
ソ
〕
 
 
 

①
 
セ
ソ
サ
ス
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
一
八
年
か
ら
三
八
年
ま
で
に
、
自
作
農
場
数
は
一
五
二
万
か
ら
八
〇
・
五
万
に
半
減
し
た
 
 



ん
ど
変
ら
な
い
自
小
作
農
が
三
八
年
に
ほ
二
五
・
五
万
存
在
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
小
作
農
数
に
く
わ
え
れ
ば
過
半
数
に
な
る
1
㈲
 
 
 

二
ニ
ー
貰
お
よ
び
二
五
七
頁
注
㈱
参
照
）
 
 

②
南
じ
く
セ
ン
サ
ス
調
査
に
ょ
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
全
体
で
は
、
一
九
一
八
年
か
ら
三
九
年
の
問
に
、
小
作
農
の
割
合
は
一
六
・
 
 
 

六
％
か
ら
三
五
・
一
％
に
、
中
部
ル
ソ
ソ
五
州
で
ほ
二
〇
・
一
％
か
ら
じ
つ
に
五
三
・
六
％
に
激
増
し
た
ー
㈲
五
七
頁
）
 
 

③
（
I
・
U
・
モ
ソ
テ
マ
ヨ
ー
ル
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
全
国
農
民
世
帯
数
は
約
三
八
〇
万
で
、
こ
の
う
ち
八
割
が
ほ
ぼ
半
々
 
 
 

に
小
作
農
お
よ
び
農
業
労
働
者
で
あ
る
－
㈱
五
九
～
六
〇
頁
）
 
 

④
（
さ
ら
に
、
小
土
地
所
有
者
の
な
か
に
は
、
登
記
上
は
所
有
者
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
負
僚
の
た
め
大
地
主
に
土
地
を
押
え
ら
 
 
 

れ
、
す
で
に
小
作
人
に
転
落
し
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
－
栂
三
六
一
貫
）
 
 

〔
イ
ン
ド
シ
ナ
〕
 
 

①
 
輸
出
用
米
作
の
中
心
地
コ
ー
チ
シ
ナ
の
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
で
は
、
二
〇
年
代
に
す
で
に
小
作
人
を
使
っ
て
地
主
が
行
う
米
作
が
 
 
 

盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
の
政
府
資
料
に
よ
る
と
、
コ
ー
チ
シ
ナ
の
米
作
地
の
四
五
％
ほ
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
地
 
 
 

主
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
三
四
年
に
は
四
八
・
五
％
に
増
大
し
、
そ
れ
以
降
も
大
地
主
所
有
の
割
合
は
着
実
に
増
加
し
た
。
 
 

⑧
（
コ
ー
チ
シ
ナ
で
は
恐
慌
の
過
程
で
、
全
耕
地
の
六
割
が
小
作
農
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
－
胸
八
頁
）
 
 

〔
タ
 
 
イ
〕
 
 

①
 
輸
出
米
の
主
産
地
メ
ナ
ム
下
流
域
で
は
、
一
九
三
〇
・
三
一
年
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
と
、
土
地
無
し
農
家
が
全
体
の
三
六
 
 
 

％
に
達
し
、
い
く
つ
か
の
県
、
郡
で
は
四
〇
％
を
上
回
っ
て
い
た
。
 
 

②
（
一
九
三
一
年
農
家
調
査
に
よ
る
と
、
中
部
タ
イ
の
土
地
無
し
農
家
の
全
鹿
家
に
た
い
す
る
比
率
は
三
六
％
に
及
び
、
と
く
に
、
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
農
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



七
四
 
 

中
部
タ
イ
一
二
県
中
六
興
が
四
〇
％
以
上
、
そ
の
う
ち
さ
ら
に
三
鼎
は
五
〇
％
以
上
に
な
っ
て
い
た
ー
㈱
一
〇
五
～
〇
六
貫
）
。
 
 
 

③
 
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
メ
ナ
ム
下
流
域
で
の
鹿
家
一
戸
当
り
の
負
債
額
は
、
一
九
二
九
年
の
〓
ハ
三
バ
ー
ツ
か
ら
三
三
年
に
は
 
 

二
三
四
バ
ー
ツ
に
増
大
し
、
ま
た
、
負
債
の
あ
る
農
家
数
も
三
一
年
か
ら
三
四
年
の
間
に
全
体
の
四
九
％
か
ら
六
二
％
に
増
加
し
 
 

た
。
 
 
 

〔
ビ
 
ル
 
マ
〕
 
 
 

①
 
米
作
地
域
の
下
ビ
ル
マ
で
は
、
盤
村
商
人
や
イ
ン
ド
人
金
貸
（
チ
ニ
チ
イ
ア
⊥
 
か
ら
な
る
不
在
地
主
に
よ
る
選
民
か
ら
の
土
 
 

地
収
奪
が
激
増
し
、
一
九
三
〇
年
か
ら
三
七
年
間
に
非
盛
業
者
の
米
作
地
の
所
有
割
合
は
一
九
％
か
ら
五
〇
％
へ
と
飛
躍
的
に
高
 
 

ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
イ
ン
ド
人
金
貸
の
所
有
地
割
合
も
同
期
間
に
六
％
か
ら
二
五
％
に
増
大
し
た
。
 
 
 

②
（
一
九
三
八
～
三
九
年
当
時
、
非
農
業
者
が
下
ビ
ル
マ
に
お
け
る
農
地
の
四
七
・
七
％
を
所
有
し
、
そ
の
う
ち
四
〇
％
は
不
在
地
 
 

主
の
所
有
で
あ
っ
た
。
じ
じ
つ
、
一
九
三
九
年
に
は
、
下
ビ
ル
マ
の
幾
地
の
五
九
％
が
小
作
農
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
た
。
－
㈲
一
 
 

〇
二
京
、
㈲
七
六
頁
）
。
 
 

③
 
（
一
九
三
六
年
ま
で
に
、
チ
ェ
テ
ィ
ア
ー
ほ
下
ビ
ル
マ
の
米
作
地
一
〇
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
う
ち
二
五
〇
万
エ
ー
カ
ー
を
所
有
 
 

し
、
さ
ら
に
米
作
地
の
一
割
か
ら
二
割
に
た
い
し
て
き
び
し
い
抵
当
権
を
も
っ
て
い
た
。
－
㈱
一
〇
〇
京
）
。
 
 
 

な
お
、
原
住
民
保
護
の
た
め
植
民
地
政
府
に
よ
っ
て
原
住
民
の
換
地
の
非
原
住
民
へ
の
所
有
移
転
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
 
 

ア
、
マ
ラ
ヤ
で
は
、
農
民
の
小
作
農
化
現
象
ほ
そ
れ
ほ
ど
急
激
に
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
地
主
や
金
貸
し
へ
の
債
務
奴
隷
化
と
実
質
上
の
 
 

土
地
無
し
農
民
化
は
や
は
り
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
 
（
㈲
六
五
、
八
〇
～
八
一
頁
）
。
た
と
え
ば
、
 
 
 

〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
〕
 
 
 



①
（
ジ
ャ
ワ
の
農
村
で
は
、
一
九
二
六
年
の
調
査
に
ょ
る
と
、
土
地
を
全
然
持
た
な
い
か
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
し
か
所
有
し
て
い
 
 

な
い
貧
農
 
（
二
七
・
一
％
）
、
自
分
の
土
地
を
持
た
な
い
小
作
人
 
（
三
・
四
％
）
、
土
着
農
業
の
労
働
者
 
（
一
二
・
四
％
）
、
ク
ー
 
 

リ
ー
（
一
九
・
六
％
）
 
な
ど
の
貧
困
層
が
全
村
民
の
六
二
・
六
％
 
（
移
動
労
働
者
と
み
ら
れ
る
ク
ー
リ
ー
を
除
け
ば
四
三
％
…
…
 
 

筆
者
）
 
を
す
で
に
占
め
て
い
た
が
、
世
界
恐
慌
を
へ
た
第
二
次
大
戦
後
の
調
査
に
よ
る
と
、
西
ジ
ャ
ワ
の
一
村
落
で
は
全
家
長
の
 
 

八
七
％
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
な
い
し
土
地
無
し
に
な
っ
て
、
「
経
済
恐
慌
の
影
響
の
深
刻
さ
が
う
か
が
わ
れ
」
た
。
－
の
三
五
 
 

六
、
三
六
一
貫
）
。
 
 
 

②
（
「
負
債
は
ジ
ャ
ワ
の
農
村
に
お
け
る
状
況
の
一
特
質
と
な
り
、
ジ
ャ
ワ
農
民
は
融
資
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
多
く
の
場
合
向
う
 
 

何
年
に
も
わ
た
り
作
物
を
抵
当
に
入
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
大
恐
慌
期
に
は
、
金
貸
し
た
ち
ほ
、
土
着
住
 
 

民
の
土
地
へ
の
支
配
権
を
大
い
に
強
め
た
の
で
あ
っ
た
。
」
－
㈲
八
一
貢
）
。
 
 
 

〔
マ
 
ラ
 
ヤ
〕
 
 
 

①
（
「
小
作
制
度
と
農
地
負
債
の
問
題
は
、
北
部
マ
ラ
ヤ
の
稲
作
地
帯
に
も
存
在
し
た
。
」
－
㈱
八
一
貢
）
。
 
 
 

②
（
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
五
〇
年
代
中
葉
の
マ
ラ
ヤ
北
部
の
米
作
地
帯
で
は
、
米
作
地
の
約
半
分
（
五
二
・
二
％
）
が
小
作
化
さ
 
 

れ
、
と
く
に
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
州
で
は
小
作
鹿
の
割
合
が
六
割
以
上
 
（
六
二
％
）
 
に
も
達
し
て
い
た
。
－
㈱
一
三
五
～
三
六
頁
）
。
 
 
 

以
上
ほ
い
う
ま
で
も
な
く
断
片
的
な
事
例
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
必
ら
ず
し
も
直
接
大
恐
慌
の
影
響
を
示
す
と
ほ
い
え
な
い
事
例
も
少
な
 
 

く
な
い
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
の
ル
ソ
ン
中
部
や
コ
ー
チ
シ
ナ
、
タ
イ
中
部
の
諸
地
域
で
は
、
歴
史
的
に
植
民
地
経
済
化
の
初
め
か
ら
 
 

が
相
当
数
存
在
し
た
事
実
も
否
定
で
き
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
だ
け
か
ら
も
、
今
川
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
東
南
ア
 
 

地
主
制
が
発
達
し
て
い
た
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
歴
史
的
に
農
民
層
の
分
解
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
と
ほ
い
え
な
い
農
業
労
働
者
層
 
 

（
4
）
 
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
漁
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



七
六
 
 

ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
、
大
恐
慌
を
契
機
と
し
て
盛
民
の
債
務
奴
隷
化
や
土
地
喪
失
に
よ
る
小
作
農
あ
る
い
は
農
業
労
働
者
へ
の
 
 

転
落
が
激
し
い
勢
い
で
進
展
し
た
こ
と
く
ら
い
は
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
過
程
が
大
恐
慌
期
に
ま
さ
 
 

ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
（
5
）
 
に
劇
的
に
進
行
し
た
結
果
と
し
て
、
大
恐
慌
以
前
に
は
ま
だ
全
県
民
の
比
較
的
少
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
小
作
鹿
が
一
挙
に
じ
つ
に
過
半
数
 
 

に
達
し
た
地
域
が
多
く
、
し
か
も
、
債
務
を
過
大
に
負
い
実
質
的
に
小
作
人
と
変
り
の
な
い
小
塵
民
や
小
作
人
に
も
な
れ
な
い
農
業
労
働
 
 

者
に
転
落
し
た
人
び
と
を
加
え
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
鹿
民
の
大
半
が
土
地
無
し
化
し
た
事
実
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
く
に
こ
の
点
 
 

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

た
し
か
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
自
給
自
足
的
経
済
社
会
は
植
民
地
型
盲
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
化
さ
れ
る
な
か
で
、
す
で
に
、
多
 
 

か
れ
少
な
か
れ
商
品
経
済
関
係
が
浸
透
し
、
旧
共
同
体
的
社
会
の
農
民
も
分
解
さ
れ
て
、
小
作
農
・
農
業
労
働
者
と
な
る
貧
困
農
民
が
一
 
 

方
に
形
成
さ
れ
て
き
た
事
実
も
疑
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
農
民
の
小
作
化
二
段
業
労
働
者
化
は
、
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
 
 

る
よ
う
に
、
大
恐
慌
期
に
初
め
て
発
生
し
た
現
象
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
が
大
恐
慌
期
に
一
挙
に
全
幾
民
の
大
半
を
占
め
る
 
 

に
至
っ
た
事
実
は
、
重
大
で
あ
る
。
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
植
民
地
・
従
属
諸
国
の
小
作
鹿
や
麹
業
労
働
者
は
最
低
生
活
さ
 
 

（
6
）
 
 

え
し
ば
し
ば
保
証
さ
れ
な
い
極
貧
困
層
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ほ
、
他
に
生
活
の
棍
を
求
め
る
は
け
口
も
な
い
貧
困
だ
し
、
今
川
氏
も
の
べ
 
 

て
い
る
二
度
と
元
に
復
し
え
な
い
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
大
恐
慌
期
の
農
民
の
大
量
の
転
落
は
、
鹿
村
社
会
の
単
な
る
貧
困
層
の
量
的
増
大
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
 
 

貧
困
虔
民
が
比
較
的
少
数
か
ら
大
多
数
に
増
大
し
た
単
純
な
数
字
か
ら
、
た
だ
ち
に
特
定
の
結
論
を
導
び
け
な
い
に
し
て
も
、
す
く
な
く
 
 

と
も
こ
の
大
量
の
貧
困
農
民
の
堆
積
に
よ
っ
て
、
大
恐
慌
を
経
た
束
南
ア
ジ
ア
社
会
は
そ
の
社
会
的
安
定
を
保
て
な
い
状
態
に
決
定
的
に
 
 

到
達
し
た
こ
と
ぐ
ら
い
は
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
さ
ら
に
こ
の
点
を
検
討
し
て
見
よ
う
。
 
 
 



T
）
 
今
川
氏
は
、
三
〇
年
代
の
大
不
況
が
東
南
ア
ジ
ア
農
民
の
生
活
条
件
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
、
大
地
主
・
大
農
園
に
よ
る
漁
村
支
配
体
制
が
一
 
 

段
と
拡
大
し
た
と
し
、
地
主
に
よ
る
小
作
人
の
全
生
活
的
支
配
の
実
態
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
中
部
ル
ソ
ン
地
方
で
ほ
、
地
主
は
 
 

小
作
人
に
土
地
、
水
牛
、
種
子
お
よ
び
生
活
の
た
め
の
米
と
前
借
金
を
提
供
し
、
そ
れ
ら
に
対
し
年
利
一
五
〇
～
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
 
 

を
つ
け
収
穫
物
か
ら
現
物
で
返
済
さ
せ
る
。
し
か
も
こ
の
収
穫
の
五
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
は
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
地
主
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
 
 

た
が
っ
て
小
作
餞
民
連
は
収
穫
後
結
局
自
分
の
手
も
と
に
何
も
残
ら
ず
、
翌
年
も
ま
た
同
様
に
し
て
地
主
か
ら
土
地
、
金
や
物
を
借
り
受
け
て
 
 

耕
作
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
地
主
・
小
作
関
係
の
下
で
は
、
地
主
は
小
作
人
の
耕
作
方
法
、
作
物
の
種
類
、
家
畜
の
使
用
か
 
 

ら
結
婚
を
含
む
家
庭
生
活
に
至
る
ま
で
す
べ
て
に
対
す
る
支
配
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
主
・
小
作
関
係
は
フ
 
 

ィ
リ
ピ
ソ
の
み
な
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
 
（
前
書
出
、
二
〇
～
二
二
見
）
。
 
 

（
2
）
 
例
え
ば
、
E
・
H
・
ジ
ャ
コ
ピ
ー
は
小
旗
民
の
土
地
喪
失
・
土
地
無
し
鹿
民
へ
の
転
落
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
植
民
地
化
に
よ
る
商
品
経
済
の
浸
透
 
 

↓
現
金
収
入
・
支
出
の
必
要
性
↓
信
用
校
閲
の
欠
如
↓
高
利
貸
か
ら
の
負
債
↓
土
地
喪
失
」
と
い
う
連
鎖
関
係
と
し
て
定
式
化
し
て
い
る
 
（
井
 
 

上
第
九
・
滝
川
勉
訳
『
東
南
ア
ジ
ア
の
幾
業
不
安
』
飽
林
水
産
性
向
上
会
議
、
一
九
五
七
年
、
一
九
頁
。
北
原
洋
間
開
発
と
農
業
』
世
界
思
想
 
 

社
、
一
九
八
五
年
、
四
三
頁
参
照
）
 
し
、
1
・
M
・
ゾ
ル
ゲ
ィ
ー
ア
 
（
長
井
信
一
監
訳
『
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史
』
 
（
上
）
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
 
 

一
九
七
七
年
、
七
二
貢
以
下
）
も
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
で
あ
る
。
わ
が
国
の
研
究
者
で
も
、
こ
れ
に
た
い
す
る
批
判
的
見
解
を
、
筆
者
は
寡
聞
に
 
 

し
て
見
た
こ
と
が
な
い
。
 
 

（
3
）
 
以
下
の
事
例
の
う
ち
、
今
川
氏
に
よ
る
も
の
は
前
出
書
、
一
五
～
一
二
二
頁
よ
り
、
他
の
文
献
に
よ
る
カ
ツ
コ
を
付
し
た
事
例
に
つ
い
て
ほ
、
㈱
 
 

＝
E
Å
・
ジ
ャ
コ
ピ
ー
、
滝
川
勉
訳
『
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
不
安
』
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
年
、
㈲
＝
滝
川
勉
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
邁
菜
・
 
 

漁
民
問
題
』
亜
紀
書
房
、
一
九
七
～
年
、
佃
＝
谷
川
栄
彦
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
族
運
動
」
、
『
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
・
2
8
』
一
九
七
一
 
 

年
、
所
収
、
胸
＝
緒
川
勉
他
六
氏
『
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史
』
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
、
㈲
＝
－
・
M
・
プ
ル
ゲ
ィ
ー
ア
、
前
出
訳
書
、
に
よ
 
 

る
。
 
 

（
4
）
 
ル
ソ
ン
中
部
、
コ
ー
チ
シ
ナ
、
タ
イ
中
部
諸
地
域
の
大
地
主
制
の
発
達
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
さ
し
当
り
、
滝
川
勉
編
、
前
出
書
、
同
氏
他
六
 
 

氏
、
前
出
書
を
、
ま
た
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
腱
兼
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
北
原
浮
、
前
出
番
、
〓
ハ
七
～
六
九
貰
お
よ
び
一
入
五
～
八
六
貫
を
 
 

参
照
せ
よ
。
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
選
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



（
四
）
 
 

今
川
氏
は
前
述
の
政
治
危
磯
の
発
生
と
そ
れ
に
対
処
す
る
植
民
地
政
府
の
諸
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
〔
－
 
 
 

ま
ず
①
大
恐
慌
に
よ
る
経
済
危
機
の
発
生
は
、
東
南
ア
ジ
ア
人
に
先
進
資
本
主
義
に
依
存
す
る
従
属
経
済
の
不
利
な
い
し
危
険
性
を
 
 

「
い
や
と
い
う
ほ
ど
」
認
識
さ
せ
、
自
立
経
済
体
制
の
確
立
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
政
治
的
前
線
と
し
て
の
独
立
を
求
め
る
政
治
闘
争
を
 
 

大
き
く
燃
え
上
ら
せ
た
。
そ
れ
ほ
ま
た
、
絶
望
的
な
経
済
苦
境
に
悩
む
幾
民
・
労
働
者
連
の
為
政
者
に
た
い
す
る
「
公
然
た
る
反
抗
と
結
 
 

び
つ
い
て
」
、
東
南
ア
ジ
ア
に
か
つ
て
な
い
政
治
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
（
以
上
、
三
五
京
）
。
 
 
 

そ
こ
で
⑧
、
植
民
地
体
制
の
保
持
を
は
か
る
植
民
地
権
力
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
反
体
制
運
動
に
た
い
す
る
弾
圧
政
策
に
止
ま
れ
 
 

ず
、
原
住
民
の
要
求
に
あ
る
譲
歩
を
す
る
「
上
か
ら
の
」
政
治
・
経
済
改
革
を
実
施
し
た
。
 
 
 

「
上
か
ら
の
」
政
治
改
革
と
し
て
は
、
一
九
三
二
年
・
シ
ャ
ム
の
立
憲
革
命
や
、
三
四
年
・
ア
メ
リ
カ
議
会
に
よ
る
タ
イ
デ
イ
ン
ダ
ス
 
 

・
マ
ク
ダ
フ
ィ
法
案
の
成
立
（
フ
ィ
リ
ピ
ソ
独
立
供
与
の
約
束
）
、
三
五
年
・
ビ
ル
マ
統
治
法
の
制
定
（
イ
ソ
ド
か
ら
の
分
離
）
な
ど
が
、
 
 

あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
同
経
済
改
革
と
し
て
ほ
、
椚
先
進
国
経
済
依
存
を
脱
却
す
る
た
め
の
新
輸
出
産
品
の
開
発
と
多
様
化
政
策
な
ら
び
に
 
 
 

七
八
 
 
 

（
5
）
 
「
第
三
の
プ
ロ
セ
ス
 
（
農
民
の
土
地
喪
失
と
地
主
の
手
へ
の
土
地
集
中
－
筆
者
）
は
、
二
〇
世
紀
に
は
い
っ
て
世
界
不
況
を
契
機
に
徐
々
に
 
 

進
行
し
た
（
例
え
ば
山
九
〇
七
年
不
況
）
と
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
を
き
っ
か
け
に
米
価
が
暴
落
し
、
農
民
が
困
 
 

窮
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
劇
的
に
進
行
し
た
。
」
（
北
原
浮
、
前
出
蕃
、
四
二
～
四
三
苔
。
 
 

（
6
）
 
植
民
地
体
制
下
の
工
業
未
発
達
が
、
飽
村
過
剰
人
口
の
ほ
け
口
を
形
成
せ
ザ
、
貧
困
農
民
を
滞
留
さ
せ
る
関
係
は
一
般
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
 
 

だ
が
、
そ
の
理
論
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
と
り
率
葦
ノ
、
緒
川
勉
喝
前
出
番
、
一
五
～
…
六
貫
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 



輸
入
代
替
の
工
業
化
政
策
、
河
鹿
民
・
労
働
者
救
済
の
た
め
の
、
土
地
改
革
の
立
案
、
公
営
の
営
療
資
金
供
給
制
度
の
実
施
、
各
種
労
働
 
 

保
護
立
法
や
福
祉
立
法
な
ど
で
、
こ
れ
ら
が
、
大
恐
慌
が
深
刻
化
し
た
三
二
⊥
ニ
三
年
頃
か
ら
三
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
各
国
政
府
が
 
 

ほ
ぼ
共
通
に
採
用
な
い
し
採
用
し
ょ
う
と
し
た
政
策
で
あ
っ
た
 
（
以
上
、
二
四
貢
以
下
）
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

さ
て
、
右
の
議
論
の
前
段
（
①
）
 
で
、
農
民
や
労
働
者
の
反
体
制
運
動
と
「
結
び
つ
い
て
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
東
南
ア
ジ
ア
の
 
 

政
治
危
機
の
発
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
論
的
位
置
を
占
め
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
従
属
経
済
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
独
立
 
 

闘
争
と
、
そ
れ
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
経
済
危
棟
 
 

を
基
本
的
経
済
構
造
の
矛
盾
の
表
れ
と
把
握
す
る
今
川
氏
の
前
述
の
視
角
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
、
政
治
危
機
を
生
み
だ
す
基
本
 
 

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
立
経
済
の
確
立
を
め
ざ
す
独
立
闘
争
の
昂
揚
に
あ
り
、
蔑
民
・
労
働
者
の
反
抗
ほ
そ
れ
を
へ
「
か
つ
て
な
い
」
）
激
化
 
 

す
る
要
素
と
副
次
的
に
理
解
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

じ
っ
さ
い
今
川
氏
は
、
後
段
（
②
）
の
「
上
か
ら
の
」
政
治
改
革
は
「
現
地
住
民
の
政
治
的
自
治
・
独
立
に
対
す
る
要
求
に
何
ら
か
の
 
 

形
で
譲
歩
せ
ん
と
す
る
方
向
を
も
っ
て
い
た
」
（
一
二
三
貫
）
こ
と
、
ま
た
、
経
済
改
革
に
つ
い
て
も
「
大
恐
慌
が
東
南
ア
ジ
ア
に
も
た
 
 

ら
し
た
も
の
が
…
…
…
…
…
、
東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
根
本
的
な
構
造
上
の
諸
矛
盾
の
表
面
化
で
あ
っ
た
以
上
」
（
一
四
七
京
）
 
当
然
の
こ
 
 

と
と
し
て
、
経
済
改
革
の
第
一
、
第
二
の
政
策
と
し
て
、
「
脆
い
」
従
属
経
済
の
難
点
を
改
造
す
る
目
的
の
輸
出
産
品
の
多
様
化
と
輸
入
 
 

代
替
工
業
化
 
（
前
記
㈹
）
 
策
を
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

だ
が
、
今
川
氏
の
い
う
基
本
的
経
済
構
造
の
矛
盾
の
表
面
化
と
し
て
の
経
済
危
枚
↓
政
治
危
機
1
「
上
か
ら
の
」
政
治
・
経
済
改
革
と
 
 

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
植
民
地
経
済
社
会
構
造
内
部
の
変
化
・
変
質
を
問
題
に
し
な
い
の
だ
か
ら
、
 
 

恐
慌
や
戦
争
を
契
機
に
く
り
返
し
現
わ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
危
機
の
退
潮
と
と
も
に
後
退
す
る
一
時
的
・
経
過
的
問
題
と
い
わ
ね
 
 

七
九
 
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
塵
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 



八
〇
 
 

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
な
ぜ
大
恐
慌
期
に
は
じ
ま
っ
た
「
上
か
ら
の
」
政
治
改
革
が
定
着
し
、
さ
ら
に
は
第
二
次
大
戦
後
の
 
 

独
立
に
ま
で
発
展
し
た
の
か
、
ま
た
経
済
改
革
で
は
第
二
次
大
戦
後
に
は
と
う
て
い
不
況
下
と
は
い
え
な
い
独
立
期
以
後
む
し
ろ
発
展
さ
 
 

せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
な
ぜ
か
の
理
由
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
今
川
氏
は
こ
の
点
、
「
大
恐
慌
を
契
機
と
す
る
東
南
 
 

ア
ジ
ア
民
衆
の
政
治
的
目
覚
め
は
決
し
て
そ
の
後
も
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
経
済
変
革
、
政
治
変
革
へ
の
闘
い
は
常
に
つ
づ
い
た
。
 
 

そ
れ
ほ
日
本
軍
支
配
下
で
も
、
ま
た
そ
の
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
っ
た
。
」
（
六
貢
）
と
述
べ
、
東
南
ア
ジ
ア
人
の
意
識
面
で
の
つ
な
 
 

が
り
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
大
恐
慌
下
で
従
属
経
済
の
不
利
・
危
険
性
に
た
い
す
る
東
南
ア
ジ
ア
人
の
認
識
が
高
ま
り
独
立
闘
争
が
激
化
し
た
、
と
す
 
 

る
理
解
は
、
ご
く
常
識
的
か
つ
一
般
的
に
い
う
場
合
を
別
に
す
れ
ば
、
厳
密
に
は
成
り
立
ち
難
い
。
同
じ
植
民
地
社
会
の
原
住
民
と
い
っ
 
 

て
も
、
一
方
に
は
、
地
主
、
中
小
商
工
業
者
な
ど
、
外
国
資
本
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
植
民
地
経
済
体
制
の
存
続
に
密
接
 
 

な
利
害
関
係
を
も
つ
地
主
・
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
存
在
す
る
し
、
他
方
に
は
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
二
重
の
収
奪
を
う
け
る
農
民
・
労
 
 

働
者
大
衆
も
存
在
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
間
の
利
害
関
係
は
ま
っ
た
く
興
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
部
の
知
識
人
を
除
 
 

け
ば
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
従
属
経
済
の
不
利
を
認
識
し
て
独
立
闘
争
に
立
ち
上
る
と
い
っ
た
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 
 

現
に
、
た
と
え
ば
、
谷
川
栄
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
大
恐
慌
期
に
は
、
現
地
の
有
産
階
級
を
代
表
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ソ
議
会
は
独
立
後
の
米
比
 
 

経
済
関
係
の
変
動
を
懸
念
し
て
そ
れ
ま
で
の
独
立
要
求
を
か
え
っ
て
弱
め
る
姿
勢
を
示
し
た
、
事
実
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
で
 
 

も
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
上
層
と
富
農
を
代
弁
す
る
改
良
的
民
族
主
義
の
運
動
が
勢
力
を
強
め
た
ば
か
り
か
、
植
民
地
政
府
の
経
済
 
 

援
助
を
ひ
き
出
し
て
恐
慌
の
打
撃
か
ら
立
ち
上
る
た
め
、
政
府
へ
の
協
調
政
策
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
 
（
同
氏
『
東
南
ア
 
 

ジ
ア
民
族
解
放
運
動
史
』
助
草
書
房
、
一
九
六
九
年
、
三
八
九
貰
お
よ
び
二
七
二
貢
）
。
 
 
 



こ
う
し
て
、
今
川
氏
の
議
論
で
は
、
基
本
的
に
い
っ
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
独
立
や
改
革
に
結
び
つ
く
経
済
的
根
拠
が
説
明
で
き
な
い
 
 

の
で
あ
る
が
、
じ
つ
さ
い
の
今
川
氏
の
歴
史
・
具
体
的
な
説
明
を
み
る
と
、
以
上
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
興
っ
た
印
象
を
う
け
る
。
 
 
 

今
川
氏
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
と
、
経
済
の
植
民
地
型
発
展
が
進
ん
で
現
地
人
の
間
 
 

の
階
級
・
階
層
分
化
が
明
ら
か
に
な
り
内
部
の
利
害
分
裂
と
対
立
が
強
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
の
啓
威
か
ら
従
来
の
自
治
要
求
運
動
等
 
 

に
た
い
す
る
植
民
地
政
府
の
反
動
的
な
抑
圧
政
策
が
く
わ
え
ら
れ
た
た
め
、
一
九
二
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
政
治
運
動
は
一
部
の
知
識
人
 
 

・
活
動
家
の
指
導
に
よ
る
急
進
主
義
に
傾
き
、
こ
れ
が
二
〇
年
代
後
半
の
厳
し
い
弾
圧
を
う
け
て
後
退
し
た
。
大
恐
慌
下
の
東
南
ア
ジ
ア
 
 

の
反
体
制
運
動
は
こ
の
後
を
う
け
て
、
労
働
者
・
農
民
な
ど
よ
り
大
衆
的
な
基
盤
を
求
め
る
共
産
党
や
非
社
会
主
義
の
国
民
党
の
結
成
・
 
 

活
動
を
進
め
る
動
き
と
、
と
く
に
、
貧
窮
化
し
た
農
民
の
武
装
闘
争
な
い
し
暴
力
的
蜂
起
が
激
発
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
形
で
展
開
し
た
 
 

と
い
う
 
（
以
上
Ⅱ
、
Ⅲ
草
）
。
 
 
 

な
か
で
も
植
民
地
権
力
に
一
大
衝
撃
を
与
え
、
植
民
地
体
制
の
危
機
を
意
識
さ
せ
た
の
は
、
後
者
、
す
な
わ
ち
農
民
の
大
規
模
な
武
装
 
 

蜂
起
で
あ
っ
た
。
し
か
も
今
川
氏
は
い
う
。
こ
の
農
民
蜂
起
は
「
東
南
ア
ジ
ア
の
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
政
治
闘
争
の
中
心
舞
台
と
な
る
こ
 
 

と
の
な
か
っ
た
地
方
、
す
な
わ
ち
各
地
の
農
村
社
会
で
」
生
ま
れ
た
 
「
新
し
い
形
の
、
し
か
も
巨
大
な
潜
勢
力
を
秘
め
た
政
治
運
動
」
 
 

で
、
「
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
東
南
ア
ジ
ア
農
村
各
地
で
目
立
ち
ほ
じ
め
、
三
〇
年
、
三
一
年
に
一
気
に
爆
発
し
、
大
恐
慌
を
経
て
そ
れ
 
 

以
降
の
東
南
ア
ジ
ア
政
治
闘
争
の
主
要
な
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
」
も
の
で
あ
り
、
「
世
界
恐
慌
下
の
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
激
動
 
 

の
最
大
の
特
徴
と
な
っ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
 
（
以
上
、
九
九
貢
）
、
と
。
さ
ら
に
、
こ
の
農
民
蜂
起
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・
北
部
ア
ン
ナ
ン
の
 
 

農
民
反
乱
（
三
〇
年
五
～
九
月
）
、
下
ビ
ル
マ
の
サ
ヤ
・
サ
ソ
反
乱
（
三
〇
年
一
二
月
～
三
一
年
八
月
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
・
中
部
ル
ソ
ン
の
 
 

ク
エ
グ
蜂
起
 
（
三
一
年
一
月
）
 
な
ど
が
そ
れ
で
、
そ
れ
ら
ほ
い
ず
れ
も
、
特
定
の
活
動
家
や
知
識
人
で
な
い
名
も
な
い
農
民
大
衆
が
、
特
 
 

大
恐
慌
期
の
束
南
ア
ジ
ア
農
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



八
二
 
 

定
の
イ
デ
オ
P
ギ
ー
を
も
っ
て
で
な
く
て
、
自
分
連
の
生
活
な
直
接
お
び
や
か
し
て
い
る
地
主
、
金
貸
し
や
官
憲
を
打
倒
す
る
た
め
に
、
 
 

し
か
も
数
千
・
万
の
幾
民
が
大
挙
し
て
暴
動
に
立
ち
上
っ
た
と
い
う
点
で
前
例
の
な
い
方
式
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
支
配
権
力
に
衝
撃
 
 

を
与
え
、
大
至
急
の
対
応
策
を
と
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
 
（
以
上
、
一
〇
〇
～
〇
九
京
）
。
 
 
 

こ
こ
で
の
要
点
は
三
つ
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
第
一
は
、
大
恐
慌
下
に
植
民
地
権
力
を
政
治
的
危
梯
に
直
面
さ
せ
、
「
上
か
ら
の
」
対
応
策
を
と
ら
せ
た
決
定
的
要
因
は
、
従
属
 
 

経
済
に
た
い
す
る
東
南
ア
ジ
ア
人
の
不
利
・
危
険
性
の
自
覚
と
い
っ
た
抽
象
的
・
一
般
的
な
も
の
で
ほ
な
く
て
、
大
恐
慌
期
に
初
め
て
東
 
 

南
ア
ジ
ア
の
反
体
制
運
動
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
農
村
の
大
衆
蜂
起
だ
っ
た
こ
と
。
 
 
 

ま
た
、
第
二
は
、
生
活
困
窮
を
原
因
と
す
る
農
民
蜂
起
の
対
象
が
植
民
地
行
政
府
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
地
主
や
金
貸
し
で
あ
っ
た
こ
 
 

と
。
 
 

そ
し
て
第
三
は
、
農
民
闘
争
が
大
恐
慌
以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
闘
争
な
構
成
す
る
主
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
事
実
で
あ
 
 

る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
l
 
 
 

第
一
の
点
は
、
東
南
ア
ジ
ア
社
会
の
圧
倒
的
大
多
数
を
占
め
る
腱
民
大
衆
が
、
大
恐
慌
を
契
機
に
反
体
制
の
政
治
運
動
に
現
実
に
参
加
 
 

し
ほ
じ
め
て
初
め
て
、
植
民
地
権
力
が
そ
れ
に
「
無
気
味
な
巨
大
な
潜
勢
力
」
を
も
つ
と
感
じ
、
植
民
地
体
制
維
持
の
た
め
の
対
策
に
の
 
 

（
1
）
 
 

り
だ
し
た
事
情
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
の
点
は
、
虔
民
の
反
体
制
闘
争
の
根
因
が
、
前
述
の
大
半
の
農
民
を
債
務
奴
隷
化
し
土
地
無
 
 

し
轟
民
化
す
る
大
量
的
貧
困
化
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
第
三
の
点
ほ
、
こ
の
慶
民
大
衆
の
貧
困
化
が
恐
慌
の
 
 

経
過
に
よ
っ
て
も
基
本
的
に
は
脱
出
で
き
な
い
固
定
的
性
質
の
も
の
と
し
て
定
着
し
て
し
ま
っ
た
事
実
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

こ
う
し
て
、
典
民
闘
争
が
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
な
政
治
闘
争
の
構
成
要
素
と
な
り
、
こ
の
度
村
の
大
衆
的
貧
困
を
解
決
で
き
な
い
限
り
ほ
 
 
 



植
民
地
権
力
も
東
南
ア
ジ
ア
人
の
大
衆
的
反
抗
を
決
定
的
に
沈
静
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
自
治
の
拡
大
か
ら
や
が
て
独
立
を
容
認
せ
 
 

ざ
る
を
え
な
い
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
恐
慌
を
経
過
し
た
東
南
ア
ジ
ア
社
会
は
、
大
量
の
農
民
の
債
務
奴
隷
化
・
土
地
無
し
愚
民
化
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
 
 

（
2
）
 
 

る
大
衆
的
貧
困
の
問
題
を
構
造
的
に
抱
え
こ
む
こ
と
に
な
り
、
社
会
的
安
定
を
保
て
な
く
な
っ
て
、
植
民
地
体
制
を
動
揺
・
崩
壊
さ
せ
る
 
 

根
因
の
ひ
と
つ
を
形
成
し
た
、
と
い
え
よ
う
。
今
日
な
お
、
東
南
ア
ジ
ア
社
会
の
基
本
問
題
は
農
業
・
農
民
問
題
に
あ
る
と
す
る
、
大
方
 
 

（
3
）
 
 

の
論
者
の
理
解
も
こ
こ
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
今
川
氏
の
指
摘
す
る
経
済
改
革
に
つ
い
て
も
、
輸
出
産
品
の
多
様
化
や
輸
入
代
替
化
の
開
発
政
 
 

策
な
い
し
工
業
化
政
策
を
基
本
政
策
と
考
え
、
単
純
に
自
立
経
済
体
制
の
達
成
を
冒
ぎ
す
輸
出
産
業
開
発
な
り
工
業
化
政
策
に
貧
困
化
し
 
 

た
労
働
者
・
農
民
に
た
い
す
る
救
済
策
を
く
わ
え
た
諸
政
策
の
体
系
、
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
反
対
に
、
農
 
 

村
に
堆
積
し
た
大
量
の
貧
困
農
民
に
対
処
す
る
農
民
対
策
、
い
い
か
え
れ
ば
農
民
的
貧
困
対
策
が
基
本
で
あ
り
、
労
働
者
対
策
ほ
も
と
よ
 
 

り
の
こ
と
、
産
業
開
発
や
工
業
化
政
策
も
、
根
本
的
に
は
、
農
村
に
滞
留
し
出
口
の
な
い
過
剰
人
口
に
流
出
先
を
与
え
る
意
味
の
、
農
民
 
 

対
策
に
通
ず
る
貧
困
対
策
と
し
て
意
義
づ
け
る
べ
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 
 

T
）
一
九
二
5
年
代
初
頭
の
嶺
民
反
乱
が
「
警
告
の
役
を
果
た
」
し
て
初
め
て
、
植
民
地
政
府
に
よ
る
盤
相
対
策
が
真
剣
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
 
 

事
情
に
つ
い
て
は
、
J
・
M
・
プ
ル
ヴ
ィ
ー
ア
 
（
前
出
番
、
（
上
）
、
八
七
～
八
九
頁
）
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
2
）
 
l
・
K
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
（
都
留
悪
人
監
訳
『
大
衆
的
貧
困
の
本
質
』
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
七
九
年
）
は
、
低
開
発
諸
国
に
お
け
る
 
 

「
藤
村
的
社
会
で
の
」
大
量
の
貧
困
を
M
a
s
s
P
O
完
r
t
y
と
名
づ
け
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
借
り
て
、
と
く
に
大
恐
慌
期
以
降
植
民
地
 
 
 
 
・
従
属
諸
国
に
形
成
さ
れ
た
大
量
の
貧
困
農
民
と
そ
の
影
響
下
で
貧
窮
化
し
た
労
働
者
等
の
貧
困
問
題
を
指
す
用
語
と
し
て
い
る
。
 
 
 

（
3
）
 
た
と
え
ば
、
典
型
的
に
は
滝
川
勉
締
、
前
出
番
（
ま
え
が
き
）
を
参
照
せ
よ
。
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
農
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
 
 
 



（
五
）
 
 

現
代
東
南
ア
ジ
ア
経
済
社
会
の
根
本
矛
盾
を
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
の
衝
撃
を
把
握
す
る
な
か
で
理
解
す
る
と
い
う
す
ぐ
れ
た
問
題
 
 

意
識
を
も
ち
な
が
ら
、
今
川
氏
は
、
一
方
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
基
本
的
矛
盾
を
先
進
資
本
主
義
語
国
へ
の
輸
出
に
全
面
的
に
依
存
 
 

す
る
従
属
経
済
た
る
性
質
に
求
め
、
植
民
地
経
済
社
会
内
部
に
生
じ
る
階
級
分
化
の
問
題
に
踏
み
こ
ん
で
把
捉
せ
ず
、
い
わ
ば
外
的
部
面
 
 

に
止
ま
っ
て
規
定
し
た
た
め
、
大
恐
慌
に
よ
る
農
業
社
会
内
部
の
変
質
＝
蔑
民
の
大
衆
的
貧
困
化
を
見
逃
し
あ
る
い
は
軽
視
す
る
こ
と
に
 
 

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
解
放
運
動
に
つ
い
て
も
、
従
属
経
済
か
ら
の
自
立
を
目
指
す
側
面
で
の
み
、
抽
象
的
で
一
 
 

面
的
に
把
え
る
傾
向
と
な
り
、
さ
ら
に
、
農
民
闘
争
の
歴
史
的
・
論
理
的
な
位
置
づ
け
が
曖
昧
に
な
り
、
社
会
主
義
と
の
関
わ
り
が
現
代
 
 

史
の
問
題
か
ら
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
、
今
川
氏
も
事
実
の
上
で
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
農
民
大
衆
の
債
務
奴
隷
化
・
土
地
無
し
農
民
化
に
よ
る
貧
困
問
題
が
 
 

大
恐
慌
下
で
決
定
的
と
な
り
、
解
決
す
べ
き
政
治
課
題
と
し
て
登
場
し
た
実
態
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
の
基
本
的
 
 

枠
組
で
あ
る
農
業
社
会
が
生
活
不
安
・
政
治
不
安
に
お
ち
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
以
来
の
帝
国
主
義
の
植
 
 

（
1
）
 
 

民
地
体
制
を
動
揺
・
崩
壊
さ
せ
る
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
独
立
し
た
低
開
発
諸
国
が
、
資
本
 
 

主
義
か
社
会
主
義
か
、
い
ず
れ
の
体
制
に
よ
っ
て
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
の
か
、
の
体
制
問
題
と
な
り
、
世
界
的
に
は
南
北
間
題
と
な
っ
 
 
 

八
田
 
 
 

な
お
、
近
年
〓
九
七
〇
年
代
以
降
）
 
の
東
南
ア
ジ
ア
幾
菜
の
「
資
本
主
義
化
」
傾
向
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
変
化
を
強
調
さ
れ
る
北
原
溶
氏
 
 

も
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
「
農
家
負
債
問
題
と
土
地
問
題
（
小
鹿
民
の
土
地
凄
失
、
地
主
・
金
貸
し
へ
の
土
地
集
中
）
」
の
二
つ
の
農
業
問
 
 

題
を
把
え
る
視
角
か
ら
す
る
「
戦
前
的
鼻
薬
構
造
の
枠
組
で
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
」
（
前
出
番
、
四
四
貫
）
と
し
て
い
る
。
 
 



て
展
開
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

〔
補
足
〕
な
お
、
筆
者
は
、
先
に
、
世
界
恐
慌
＝
農
業
不
況
に
よ
る
植
民
地
・
従
属
諸
国
の
経
済
構
造
の
変
質
＝
戦
後
南
北
間
題
の
発
 
 

ヽ
ヽ
 
 
生
に
関
わ
る
資
本
主
義
世
界
の
根
本
問
題
を
、
こ
れ
ら
地
域
・
諸
国
の
農
村
共
同
体
的
な
経
済
社
会
構
造
の
解
体
に
求
め
る
べ
き
だ
、
 
 

ヽ
ヽ
 
 
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
降
旗
節
雄
編
、
前
出
書
、
拙
稿
、
一
二
七
京
以
下
）
。
し
か
し
、
農
村
共
同
体
関
係
の
解
体
と
い
う
こ
と
で
 
 
 

は
、
植
民
地
化
と
と
も
に
始
ま
っ
て
い
た
伝
統
的
社
会
の
近
代
的
再
編
成
＝
商
品
経
済
へ
の
く
り
込
み
過
程
と
の
区
別
が
不
明
確
に
な
 
 
 

る
と
思
わ
れ
る
し
、
今
日
問
題
に
な
っ
て
い
る
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
＝
脱
濃
化
と
の
関
係
も
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
。
低
開
発
諸
国
 
 
 

の
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
＝
都
市
化
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
独
立
後
の
政
治
・
経
済
改
革
な
ど
新
し
い
体
制
・
諸
政
策
の
実
施
と
 
 
 

の
関
わ
り
で
説
明
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
恐
慌
下
で
浮
上
し
た
植
民
地
・
従
属
諸
国
の
根
本
問
題
ほ
実
態
 
 
 

に
そ
く
し
て
、
漁
村
社
会
に
堆
積
し
出
口
を
も
た
な
い
、
「
飽
民
大
衆
の
貧
困
化
」
と
規
定
し
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
も
、
南
 
 
 

北
間
題
の
根
本
は
低
開
発
諸
国
の
貧
困
問
題
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

T
）
 
イ
ン
ド
を
ほ
じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
そ
れ
ぞ
れ
に
東
南
ア
ジ
ア
と
は
興
っ
た
特
 
 

ヽ
ヽ
 
 

徽
・
特
殊
性
が
あ
り
、
そ
の
分
析
は
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
植
民
地
体
制
を
崩
壊
さ
せ
た
要
因
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
植
民
地
社
会
内
 
 

部
の
大
衆
的
貧
困
問
題
に
の
み
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
植
民
地
解
放
闘
争
な
ど
政
治
的
要
素
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
 
 

と
、
植
民
地
支
配
す
る
帝
国
主
義
諸
国
の
戦
争
に
よ
る
国
力
の
疲
弊
や
、
よ
り
根
本
的
に
戦
後
資
本
主
義
国
自
体
の
変
質
を
見
逃
す
こ
と
は
で
 
 

き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
降
旗
節
雄
編
、
前
出
番
、
拙
稿
二
八
三
～
八
四
京
）
 
で
も
簡
単
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
 
 

大
恐
慌
期
の
東
南
ア
ジ
ア
漁
民
の
貧
困
化
に
つ
い
て
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